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1
は
じ
め
に

⑴
学
校
規
模
の
現
状
と
課
題

　

本
市
に
は
小
学
校
が
45
校
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
複
式
学
級
の
あ
る
５
学
級

以
下
の
学
校
は
27
校
あ
り
、
地
元
生

が
６
学
年
合
わ
せ
て
も
10
人
前
後
の

学
校
が
10
校
程
度
あ
る
な
ど
、
極
小

規
模
校
化
し
て
い
る
学
校
が
多
い
。

中
学
校
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、

16
校
の
う
ち
１
学
年
１
学
級
の
学
校

は
８
校
で
、
１
学
年
10
人
に
も
満
た

な
い
学
校
も
多
い
。

　

こ
れ
ら
極
小
規
模
校
は
、
家
族
的

な
雰
囲
気
の
も
と
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
き
め
細
か
な
教
育
活
動
を
展

開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
少

人
数
で
あ
る
こ
と
か
ら「
学
び
合
い

や
高
め
合
い
が
で
き
に
く
い
」、「
人

間
関
係
が
固
定
化
・
序
列
化
し
や
す

い
」、「
や
り
た
い
部
活
動
が
で
き
な

い
」、「
教
科
の
専
門
の
先
生
が
そ
ろ

わ
な
い
」と
い
っ
た
、
ど
う
し
て
も

超
え
ら
れ
な
い
課
題
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
に
お
い
て
は
、
将

来
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
て

る
た
め
に
も
、
子
ど
も
た
ち
が
共
に

学
び
合
い
磨
き
高
め
合
う
こ
と
の
で

き
る
、
あ
る
程
度
の
規
模
の
学
校
教

育
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

⑵
小
中
一
貫
教
育
の
現
状
と
課
題

　

本
市
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
モ

デ
ル
地
域
を
中
心
に
小
中
一
貫
教
育

に
取
り
組
み
、
平
成
21
年
度
か
ら
は

市
内
全
中
学
校
区
に
お
い
て
小
中
一

貫
教
育
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

　

本
市
の
小
中
一
貫
教
育
は
、「
中＊

１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
」や「
ふ
る
さ
と

教
育
の
推
進
」、「
教
職
員
の
指
導
力

向
上
」を
主
な
目
的
と
し
て
実
施
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

取
組
か
ら
、
一
定
の
成
果
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
本
市
の
小
中
一
貫
教
育

は
一
つ
の
中
学
校
と
複
数
の
小
学
校

で
行
う「
連
携
型
」で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
交
流
に
時
間
が
か
か
る
」と
か「
交

流
活
動
の
回
数
や
教
科
に
限
り
が
あ

る
」な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
後
は
、
極
小
規
模
校

を
ま
と
め
た
り
小
・
中
学
校
の
併
設

や
一
体
化
を
図
っ
た
り
す
る
な
ど
し

て
、
小
中
一
貫
教
育
を
よ
り
効
率
的

に
進
め
、
そ
の
充
実
を
図
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

⑶�

学
校
再
編
等
に
関
す
る
基
本
方
針

策
定
に
向
け
て

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
⑴

⑵
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
本
市
に
お

け
る
望
ま
し
い
学
校
規
模
や
学
校
再

編
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
薩
摩
川

内
市
立
学
校
通
学
区
域
・
適
正
規
模

等
審
議
会
に
審
議
を
依
頼
す
る
と
と

も
に
、
市
内
各
地
で「
教
育
を
語
る

会
」を
開
催
し
、　

望
ま
し
い
学
校
規

模
や
今
後
の
学
校
教
育
の
在
り
方
等

に
つ
い
て
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
、

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
関
係
者

等
の
方
々
か
ら
意
見
を
伺
っ
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
中
長

期
的
な
見
通
し
に
立
っ
て
、
平
成
22

年
３
月
に「
薩
摩
川
内
市
立
小
・
中

学
校
の
再
編
等
に
関
す
る
基
本
方
針

（
案
）」を
策
定
し
、
教
育
委
員
会
か

ら
の
提
案
と
し
て
各
地
域
で
説
明
会

を
実
施
し
た
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
り
し
て
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
か
ら
幅
広
く
意
見
や
要
望
等
を

伺
っ
て
き
た
。

　

今
回
示
す
基
本
方
針
は
、
以
上
の

経
緯
を
踏
ま
え
な
が
ら
策
定
し
た
も

の
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
保
護
者
や
地
域
の
理
解

と
協
力
を
得
な
が
ら
小
・
中
学
校
の

再
編
等
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
す

る
。

＊�

中
学
校
進
学
時
に
、
学
習
や
生
活

の
変
化
に
な
じ
め
ず
に
、
学
習
意

欲
の
減
退
、
不
登
校
な
ど
が
急
増

す
る
現
象

��

2
学
校
再
編
等
の
　
　
　

　
　
　   

基
本
的
な
考
え
方

　

児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
学
校

の
極
小
規
模
校
化
が
進
行
し
て
い
る

こ
と
や
、
本
市
が
推
進
し
て
い
る
小

中
一
貫
教
育
に
大
き
な
意
義
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
児
童
生
徒

に
と
っ
て
よ
り
適
切
な
学
校
教
育
環

境
を
整
え
る
た
め
に
、
学
校
の
再
編

等
を
進
め
る
。

　

具
体
的
に
は
、
児
童
生
徒
が
学
び

合
い
高
め
合
う
こ
と
の
で
き
る
あ
る

程
度
の
規
模
で
、
小
中
一
貫
教
育
を

よ
り
効
率
的
に
推
進
で
き
る
学
校
づ

く
り
を
目
指
す
。

　

学
校
の
再
編
等
は
、「
学
校
の
統

廃
合
」、「
小
中
一
貫
校
の
新
設
」、「
通

学
区
域
の
見
直
し
」等
の
視
点
か
ら
、

児
童
生
徒
数
の
推
移
や
地
域
の
実
情
、

歴
史
的
な
経
緯
、
地
理
的
環
境
、
統

廃
合
の
効
果
等
を
踏
ま
え
、
中
長
期

的
な
見
通
し
に
立
っ
て
進
め
る
こ
と

と
す
る
。

　

な
お
、
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

は
、
現
在
の「
連
携
型
」か
ら
、「
併

設
型
」や「
一
体
型
」の
よ
さ
を
生
か

し
た
学
校
づ
く
り
を
段
階
的
に
進
め

て
い
く
。

　

ま
た
、
望
ま
し
い
学
校
規
模
に
つ

い
て
は
、
国
の
適
正
規
模
の
標
準
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
本
市
と
し
て
の
望

ま
し
い
学
校
規
模
の
標
準
を
、
原
則

と
し
て
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

⑴�

小
・
中
学
校
と
も
に
、
ク
ラ
ス
替

え
が
可
能
な
１
学
年
２
学
級
以
上
。

⑵�

地
理
的
条
件
等
か
ら
や
む
を
得
ず

１
学
年
１
学
級
の
場
合
で
も
、
１

学
年
あ
た
り
の
児
童
生
徒
数
は
小

学
校
は
少
な
く
と
も
複
式
学
級
を

解
消
す
る
10
人
以
上
、
中
学
校
は

集
団
活
動
が
可
能
な
20
人
以
上
。

��

3
学
校
再
編
等
の
　
　
　

　��

具
体
的
な
構
想
に
つ
い
て

　

学
校
再
編
等
の
基
本
的
な
考
え
方

を
も
と
に
、
各
地
域
に
お
け
る
学
校

の
再
編
等
を
次
の
よ
う
に
推
進
す
る
。

⑴�

川
内
地
域
ー
高
城
西
・
水
引
・
高

江
中
校
区

ア�

寄
田
小
と
滄
浪
小
は
、
平
成
24
年

４
月
を
目
標
に
水
引
小
へ
の
統
合

を
推
進
す
る
。
な
お
、
寄
田
・
滄

浪
小
校
区
の
中
学
生
は
、
水
引
中

へ
就
学
す
る
。

イ�

峰
山
小
は
当
面
現
行
ど
お
り
と
す

る
が
、
今
後
の
児
童
数
の
推
移
に

よ
っ
て
は
統
廃
合
を
検
討
す
る
。

ウ�

高
江
中
は
、
統
合
先
を
検
討
し
統

廃
合
を
推
進
す
る
。

エ�

高
城
西
中
は
、
平
成
24
年
４
月
を

目
標
に
水
引
中
へ
の
統
合
を
推
進

す
る
。

オ�

湯
田
小
と
西
方
小
は
、
平
成
25
年

４
月
を
目
標
に
水
引
小
へ
の
統
合

を
推
進
す
る
。

⑵
川
内
地
域
ー
平
成
中
校
区

ア�

吉
川
小
は
、
平
成
25
年
４
月
を
目

標
に
城
上
小
へ
の
統
合
を
推
進
す
る
。

イ�

将
来
的
に
は
、
八
幡
小
・
高
来
小
・

城
上
小
・
陽
成
小
の
４
校
を
１
校

に
統
合
し
た
平
成
中
と
の
小
中
一

貫
校
新
設
か
、
高
来
小
と
陽
成
小

の
統
合
及
び
八
幡
小
と
城
上
小
の

統
合
か
、
今
後
の
児
童
数
の
推
移

を
踏
ま
え
な
が
ら
望
ま
し
い
方
向

を
検
討
す
る
。

⑶
川
内
地
域
ー
川
内
中
央
中
校
区

ア�

平
佐
西
小
は
現
行
ど
お
り
と
す
る

が
、
狭
あ
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
校

舎
等
の
配
置
の
見
直
し
等
を
行
い
、

改
修
を
推
進
す
る
。

イ�

川
内
小
は
、
近
隣
の
学
校（
隈
之

城
小
、
平
佐
西
小
）と
の
通
学
区

域
の
見
直
し
等
を
検
討
す
る
。

ウ�

平
佐
東
小
は
、
近
隣
の
学
校（
平

佐
西
小
、
東
郷
小
、
樋
脇
小
）と

の
統
合
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

⑷�

川
内
地
域
ー
川
内
北
・
川
内
南
中

校
区

　

�

亀
山
小
・
可
愛
小
・
育
英
小
・
川

内
北
中
、
隈
之
城
小
・
永
利
小
・

川
内
南
中
は
、
当
面
現
行
ど
お
り

と
す
る
。

⑸
樋
脇
地
域

ア�

野
下
小
は
、
平
成
23
年
４
月
に
市

比
野
小
へ
統
合
す
る
。

イ�

藤
本
小
は
、
平
成
25
年
４
月
を
目

標
に
市
比
野
小
へ
の
統
合
を
推
進

す
る
。

ウ�

樋
脇
小
と
樋
脇
中
は
、
当
面
現
行

ど
お
り
と
す
る
。

⑹
入
来
地
域

ア�

朝
陽
小
と
大
馬
越
小
は
、
今
後
の

児
童
数
の
推
移
を
見
な
が
ら
、
入

来
小
へ
の
統
合
を
推
進
す
る
。

イ�

副
田
小
と
入
来
中
は
、
当
面
現
行

ど
お
り
と
す
る
。

⑺
東
郷
地
域

　

�

東
郷
小
・
山
田
小
・
南
瀬
小
・
鳥

丸
小
・
藤
川
小
の
５
校
を
平
成
27

年
４
月
を
目
標
に
１
校
に
統
合
し
、

東
郷
中
と
の
小
中
一
貫
校
の
新
設

を
推
進
す
る
。

⑻
祁
答
院
地
域

ア�

黒
木
小
と
上
手
小
は
、
今
後
の
児

童
数
の
推
移
に
よ
っ
て
は
、
大
軣

小
へ
統
合
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

イ�

藺
牟
田
小
と
祁
答
院
中
は
、
当
面

現
行
ど
お
り
と
す
る
。

⑼
里
・
上
甑
地
域

ア�

平
良
小
は
、
平
成
23
年
４
月
に
中

津
小
へ
統
合
す
る
。
里
小
は
、
当

面
現
行
ど
お
り
と
す
る
。

イ�

上
甑
中
と
里
中
は
、
今
後
の
生
徒

数
の
推
移
に
よ
っ
て
は
統
廃
合
を

検
討
す
る
。

⑽
鹿
島
・
下
甑
地
域

ア�

鹿
島
小
は
当
面
現
行
ど
お
り
と
す

る
。
鹿
島
中
は
平
成
23
年
度
末
で

休
校
と
し
、
生
徒
は
当
面
、
海
星

中
へ
通
学
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

今
後
の
鹿
島
中
の
再
開
や
統
廃
合
、

鹿
島
小
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、

藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
大
橋
完
成
後
の

児
童
生
徒
数
の
推
移
や
ウ
ミ
ネ
コ

留
学
生
の
状
況
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
検
討
す
る
。

イ�

西
山
小
と
青
瀬
小
は
、
平
成
24
年

４
月
を
目
標
に
長
浜
小
へ
の
統
合

を
推
進
す
る
。

ウ�

子
岳
小
は
、
平
成
24
年
４
月
を
目

標
に
手
打
小
へ
の
統
合
を
推
進
す
る
。

エ�

海
陽
中
と
海
星
中
は
、
今
後
の
生

徒
数
の
推
移
に
よ
っ
て
は
統
廃
合

を
検
討
す
る
。

���

4
特
認
校
制
度
と
　
　
　

　 

　  

留
学
制
度
に
つ
い
て

⑴�

現
在
の
特
認
校
制
度
は
平
成
26
年

度
を
も
っ
て
休
止
す
る
こ
と
と
し
、

小
規
模
校
へ
の
就
学
希
望
等
は
、

「
薩
摩
川
内
市
立
学
校
の
通
学
区

域
及
び
学
校
の
指
定
変
更
に
関
す

る
規
則
」に
基
づ
き
弾
力
的
に
対

応
す
る
。

⑵�

ウ
ミ
ネ
コ
留
学
制
度（
鹿
島
小
）は

当
面
継
続
す
る
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

留
学
制
度（
西
山
小
）に
つ
い
て
は
、

こ
こ
数
年
希
望
が
な
い
こ
と
か
ら

平
成
23
年
度
を
も
っ
て
廃
止
す
る
。

  

5
学
校
再
編
後
の
　
　
　

　
　   

通
学
方
法
に
つ
い
て

　

学
校
再
編
後
の
通
学
方
法
に
つ
い

て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
路
線
バ
ス

を
活
用
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒
の
安

全
・
安
心
が
確
保
で
き
る
よ
う
な
適

切
な
方
法
を
検
討
す
る
。　　
　

　

ま
た
、
再
編
に
よ
る
保
護
者
の
新

た
な
経
済
的
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う

に
す
る
。

�

6
廃
校
後
の
学
校
施
設
等
の

　      

　
　   

活
用
に
つ
い
て

　

廃
校
後
の
施
設
等
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
活
性
化
に
活
か
さ
れ
る
こ
と

を
優
先
し
、
活
用
や
管
理
の
在
り
方

等
に
つ
い
て
地
域
の
要
望
等
を
尊
重

し
な
が
ら
、
今
後
協
議
し
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

��

7
今
後
の
進
め
方

⑴�

基
本
方
針
は
、
市
議
会
で
説
明
し

た
後
、
再
編
対
象
地
域
を
中
心
に

説
明
会
を
開
催
す
る
。

⑵�

説
明
を
受
け
た
地
域
で
は
、
保
護

者
や
地
域
の
方
々
が
一
緒
に
な
っ

て
基
本
方
針
に
つ
い
て
協
議
を
し

て
も
ら
い
、
地
域
の
意
向
や
要
望

等
を
教
育
委
員
会
に
報
告
し
て
も

ら
う
。

⑶�

学
校
再
編
に
つ
い
て
の
要
望
が
出

さ
れ
た
地
域
に
は
必
要
に
応
じ
て

学
校
再
編
協
議
会
等
を
設
置
し
、

学
校
再
編
に
向
け
た
具
体
的
な
協

議
を
進
め
て
い
く
。　

��

8
そ
の
他

⑴�

こ
の
基
本
方
針
に
よ
る
学
校
の
再

編
に
当
た
っ
て
は
、
保
護
者
や
地

域
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が

ら
、
可
能
な
限
り
早
期
に
実
施
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

⑵�

こ
の
基
本
方
針
は
、
学
校
再
編
の

推
進
状
況
や
今
後
の
社
会
情
勢
、

児
童
生
徒
数
の
推
移
、
財
政
状
況

等
に
応
じ
て
、
お
お
よ
そ
５
年
、

10
年
単
位
に
見
直
し
を
行
う
も
の

と
す
る
。

�【
問
合
先
】＝
本
庁
学
校
教
育
課

 

（
23
）５
１
１
１（
内
線
５
３
１
１
）

薩
摩
川
内
市
立
小
・
中
学
校
の
再
編
等
に
関
す
る
基
本
方
針

　
教
育
委
員
会
で
は
、
未
来
に
生
き
る
薩
摩
川
内
市
の
子
ど
も
た
ち
を
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
育
て
る
た
め
に
、
互
い
に
学
び
合
い
、
磨
き
高
め
合
う
こ

と
の
で
き
る
望
ま
し
い
学
校
教
育
環
境
づ
く
り
を
目
指
す「
薩
摩
川
内
市
立
小
・
中
学
校
の
再
編
等
に
関
す
る
基
本
方
針
」を
、
次
の
よ
う
に
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
基
本
方
針
に
よ
る
学
校
再
編
に
当
た
っ
て
は
、
保
護
者
や
地
域
の
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
早
期
に
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
左
記
は「
薩
摩
川
内
市
立
小・中
学
校
の
再
編
等
に
関
す
る
基
本
方
針
」原
文
）




